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(論文内容の要旨)

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｲｱ時代の到来により､動画像符号化技術の重要性が高まっている｡本研究で

は､動画像信号を物体(ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)単位で効率良く符号化する技術と符号化された動画
像ｽﾄﾘ-ﾑを画質劣化を抑えて低ﾋﾞｯﾄﾚ-ﾄ･ｽﾄﾘ-ﾑに再符号化する技術を扱って

いる｡物体単位符号化に関しては､物体単位符号化の基本構造､物体形状符号化法､物体単

位画素値符号化法を提案している｡また､再符号化に関しては､低庄縮率で生じる大きな画

質劣化の原因を解析し､ﾚ-ﾄ歪最小化によって量子化ｽﾃｯﾌﾟを最適化した高画質再符号

化法を提案している｡本論文は､以下の7章から構成されている｡

第1章では､過去の動画像符号化研究を概観し､本研究の背景と目的･意義について述べ

ている｡

第2章では､従来の動画像符号化方式との互換性が高くかつ物体単位で効率良く符号化

可能な動画像符号化法の基本構造を提案している｡具体的には､物体形状を表す形状信号を

画素値信号とは別に2値のﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟとして符号化し､従来の画面単位符号化と同様のﾏ

ｸﾛﾌﾞﾛﾂｸを基本符号化単位とする｡

第3章では､物体形状符号化部について詳細な検討を行ない､画面間の相関を利用して

物体形状を符号化する方式を提案している｡ここでは､画素値信号の動きﾍﾞｸﾄﾙとは別の

形状信号の動きﾍﾞｸﾄﾙを新たに導入している｡さらに､符号化済の画素値信号の動きﾍﾞｸ

ﾄﾙと形状信号の動きﾍﾞｸﾄﾙを参照して形状信号の動きﾍﾞｸﾄﾙを符号化する手法を提案

し､伝送速度削減に効果が大きいことをｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実験で検証している｡

第4章では､物体内の画素値符号化部について詳細な検討を行ない､画素値補填法を提

案している｡具体的には､物体領域外に画素値補填処理を行ない､物体境界部の高周波数成

分を抑制するﾊﾟﾃﾞｲﾝｸﾞ方式である｡これによって符号化効率の向上を図っている｡

第5章では､符号化された動画像ｽﾄﾘ-ﾑを少ない伝送帯域幅に変換する際に画質が

大幅に劣化する要因を明らかにし､量子化ｽﾃﾂﾌﾟの値に制限を加えることにより再符号化

時の画質劣化を抑えるｿﾞ-ﾝ処理付き再量子化法(RQMZT法)を提案している｡本手法に
よりPSNRが約1dB向上することがｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ結果で示されている｡

第6章では､伝送速度-走の条件で再符号化歪みを最小化するというﾚ-ﾄ歪最適化手

法を導入することによって､ RQMZT法を更に高画質化した再量子化ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ最適選択法

(RQMZT+法)を提案している｡この改善により､ PSNRが1dB向上している｡
最後に第7章では､本研究の総括として､得られた成呆に村する考察と今後の課題につ

いて述べている｡



角野賞也

(論文審査結呆の要旨)

本論文は､動画像符号化における重要課題である物体単位符号化と符号化された動画像

ｽﾄﾘ-ﾑの画像劣化を抑えた再符号化について述べている｡実用的な動画像符号化法を確

立するためには､高い符号化効率を実現すると同時に､既存の符号化方式との互換性の確保

が重要である｡また､国際的な標準規格として採用されなければ実利用は望めない｡本研究

では､このような観点から､動画像の物体単位符号化法と符号化された動画像ｽﾄﾘ-ﾑの

高画質再符号化法を開発している｡本論文の成果は以下の2点に要約される｡

1.従来の動画像符号化方式との互換性が高くかつ物体単位で効率良く符号化可能な動画

像符号化法の基本構造を提案している｡具体的には､物体形状を表す形状信号を画素値信号

とは別に2値のﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟとして符号化し､従来の画面単位符号化と同様のﾏｸﾛﾌﾞﾛﾂ

ｸを基本符号化単位とするものである｡この基本構造のもとで､ (1)画面間の相関を利用し

た物体形状符号化､ (2)画素値補填に基づく画素値符号化､の各方式を提案している｡本論
文での提案内容は国際標準規格MPEG-4に採用されている｡

2.符号化された動画像ｽﾄﾘ-ﾑを少ない伝送帯域幅に変換する際に画質が大幅に劣

化する要因を明らかにし､量子化ｽﾃﾂﾌﾟの値に制限を加えるｿﾞ-ﾝ処理付き再量子化法

(RQMZT法)を提案している｡本手法によりPSNRが約1dB向上することがｼﾐｭﾚ-ｼｮ
ﾝ結果で示されている｡さらに､伝送速度-走の条件で再符号化歪みを最小化するという

ﾚ-ﾄ歪最適化手法を導入することによって､ RQMZT法を更に高画質化した再量子化ﾊﾟﾗ

ﾒ-ﾀ最適選択法(RQMZT+法)を提案している｡この改善により､ PSNRが1dB向上して
いる｡提案手法は､扱えるﾋﾞｯﾄﾚ-ﾄの異なる画像機器問での映像ｺﾝﾃﾝﾂの流通に不

可欠な技術となろう｡

以上述べたように､本論文では､物体単位動画像符号化法と符号化されたｽﾄﾘ-ﾑの

再符号化法を提案し､その有効性をｼﾐｭﾚ-ｼﾖﾝ実験によって検証している｡また､本

研究で提案した物体単位符号化方式が国際標準規格MPEG-4に採用されるなど､本論文の

内容は､学術面の貢献に加えて､実用面での貢献が極めて高い｡なお､本論文の主要部分に

相当する内容は､学会論文誌4件､査読付国際会議2件として公表されている｡また､本論

文内容の-部の発表に対して電気通信普及財団ﾃﾚｺﾑｼｽﾃﾑ技術賞を授与されている｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める○


